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柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
患
者
調
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
四
年
三
月
十
二
日
付
の
「
柔
道
整
復
師
の
施
術
の
療
養
費
の
適
正
化
へ
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
保
医
発
〇
三
一
二

第
一
号
、
保
保
発
〇
三
一
二
第
一
号
、
保
国
発
〇
三
一
二
第
一
号
、
保
高
発
〇
三
一
二
第
一
号
）
（
以
下
「
当
該
通
知
」
と
い

う
。
）
に
基
づ
き
、
各
保
険
者
に
お
い
て
多
部
位
、
長
期
又
は
頻
度
が
高
い
施
術
を
受
け
た
被
保
険
者
等
へ
の
調
査
（
以
下

「
患
者
調
査
」
と
い
う
。
）
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
保
険
者
と
委
託
契
約
を
締
結
し
た
民
間
業
者
（
以
下
「
委
託

業
者
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

委
託
業
者
が
患
者
調
査
を
行
う
上
で
、
当
該
通
知
を
逸
脱
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
柔
道
整
復
師
と
患
者
の
双
方
に
と
っ

て
、
好
ま
し
く
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
保
険
者
と
委
託
業
者
と
の
契
約
に
お
い
て
出
来
高
払
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
委
託
業
者
が
患
者
数
を

水
増
し
し
、
自
身
の
業
務
成
績
を
上
げ
る
た
め
に
「
多
部
位
、
長
期
又
は
頻
度
が
高
い
施
術
を
受
け
た
被
保
険
者
」
に
該
当
し

な
い
患
者
に
対
し
て
も
患
者
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
柔
道
整
復
師
施
術
を
受
診
す
る
こ
と
を
負
担
に
感
じ
る
患

者
の
受
診
離
れ
が
生
じ
、
柔
道
整
復
師
が
不
利
益
を
被
る
ほ
か
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
柔
道
整
復
師
側
の
事
務
の
負
担
増
が

生
じ
て
い
る
。

一



一
般
に
患
者
調
査
は
受
診
か
ら
三
〜
四
か
月
後
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
患
者
は
記
憶
が
薄
れ
た
頃
に
調
査
を
受
け
る
た

め
回
答
が
不
正
確
に
な
り
が
ち
で
、
そ
の
た
め
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
の
内
容

に
疑
義
が
生
じ
、
各
保
険
者
か
ら
柔
道
整
復
師
に
対
し
申
請
書
が
返
戻
さ
れ
る
。
返
戻
後
は
、
現
在
の
仕
組
み
で
は
柔
道
整
復

師
自
ら
が
、
患
者
の
受
診
内
容
に
つ
い
て
カ
ル
テ
等
を
基
に
申
請
内
容
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
事
務
の
負

担
増
を
招
い
て
い
る
。
な
お
、
患
者
調
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
患
者
の
場
合
、
本
来
で
あ
れ
ば
患
者
調
査
は
不
要
で
あ
り
、
申

請
書
の
返
戻
も
生
じ
る
こ
と
な
く
、
各
保
険
者
か
ら
柔
道
整
復
師
に
対
し
療
養
費
支
給
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
。

一
方
、
患
者
側
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
必
要
の
な
か
っ
た
患
者
調
査
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
調
査
自
体
が
受

診
に
う
し
ろ
め
た
さ
を
覚
え
さ
せ
、
過
去
の
受
診
を
思
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
負
担
が
あ
り
、
こ
れ
は
柔
道
整
復
師
の

施
術
を
受
診
し
た
が
故
の
負
担
で
あ
る
か
ら
、
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
再
度
利
用
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
遠
ざ
け
て
し
ま

う
。
こ
の
結
果
、
受
診
離
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
公
益
社
団
法
人
東
京
都
柔
道
整
復
師
会
広
報
誌
（
平
成
二
十
九
年
十
二

月
二
十
八
日
）
の
「
民
間
業
者
へ
の
二
次
点
検
（
引
用
者
注：
患
者
調
査
の
こ
と
）
の
委
託
は
、
「
繰
り
返
す
患
者
調
査
に
よ

る
受
診
抑
制
」
「
行
き
過
ぎ
た
調
査
」
等
の
弊
害
を
生
み
、
真
っ
当
な
柔
整
師
ほ
ど
患
者
減
少
の
傾
向
が
出
て
し
ま
っ
て
い

る
」
と
の
記
載
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

二



当
該
通
知
の
「
�
�
外
部
委
託
及
び
返
戻
の
留
意
事
項
」
で
は
、
保
険
者
は
外
部
委
託
に
あ
た
り
、
「
契
約
内
容
が
適
切
に

履
行
さ
れ
る
よ
う
、
保
険
者
が
責
任
を
も
っ
て
、
指
導
・
監
督
を
行
う
こ
と
」
と
あ
り
、
当
該
通
知
別
添
�
に
は
「
委
託
先
に

不
適
切
な
対
応
が
あ
っ
た
場
合
は
、
改
善
を
求
め
る
等
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
現
状
は
上
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

委
託
業
者
に
よ
る
不
必
要
な
患
者
調
査
を
防
ぐ
た
め
に
、
各
保
険
者
に
よ
る
適
切
な
指
導
・
監
督
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
所
管
省
庁
に
よ
る
監
督
や
是
正
も
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

三


